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スポーツ心理学と体育心理学
I。

●
①

● & h 松 田岩男
● ●巳〃

第2回国際ネポーツ心理学会には、会員のすなわち、スポーツ心理学あるいは運動心

方々 も参加され､その模様はこの、曲り角′、理学を､鮪心理学と切り離して､体育心理
に報告されている｡第1回のﾛー 貢大会と比学をそれの教育への応用の領域として位置づ
ぺると､各国のスポーツに関する心理学的研けるべきであると考えられるのである。
究が漸く活発になされるよう

4●一
ら

になってきたこ‘わが国における、体育、の需謹きわめて

とがうかがえる。第1回には､､

るいは精神罐法の立場からスポ

鞘神病理学あ暖味であり、 ｢日本体育協会」に見られるよ

－ツの問題を昂に、スポーツと区別されていないところが

扱った研究が多かったよ弓であるが、今回である。そして、そのことが、スポーツの研究
は、運勅学習の問題が大きくとりあげられ、を､"教育心という枠にはめる結果になってい
さらに、社会心理学的な立場からの接近も増る面があるのではなかろ弓か。

・1$!

加しているようである。、 1 1
■■ スポーツ自体の研究も活発になされるよりQ■

わが国では、スポーツが学校体育の教材とになることを期待したいものである。
UI

Lて重要な位置を占めていること、 あるいは

研究に関寸る歴史的な事情もあって、 体育心
､､

理学とスポーツ心理学の区別ｶﾐ明確でなく、
ﾛ｡屯一申P巳

むしろ、体育心理学との関連でスだ－ツの心
理学的研究がなさ

｡

れてきている傾向がある。▽。,'･ヤ･･

しかし、スポーツ心理学は、それとLての

独自の領域をもち、幅の広い内容をもってぃ

る。しかも 、

｡ の

9

■■a

今日のようにスポーツが普及し
砧

F

Q

チャンピオンヱポーツと大衆スポーツの分極

化がみられる現状においては､心理学的な立
場から究明されるべき多くの問題があると考

えられる

9
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汁2回国際体育心理学会の概要について＃:、

。；．i 東京農業大学池上金治
．？．！

弓．

第2回国際心理学会は10月2．，日から、いて」発表ｵ．る機会を得たが､fl;分科会を、

11月2日までの5日間､ワシ部ﾝ市の国通して特に印象的であり､参湯考となったのは
民教育管理ｾﾝﾀー で開催された氷､参加国第1分科会の｢ｽポー ﾂと攻撃倒jと第7分､
はアメリカをはじめ25ケ国で､参加人員’科会の「知覚ど運動学習｣の部門で興味ある
60名のほかにオブザーバとして50余名が発表が行なわれたさ各分斜会の発表題目数を

列席し，日本からは私のほか4名が出席した。掲ると次のよりである｡〕･．（ ．f

会議は5日間を通し、午前8時30分から第1分科会､．"・･-;:#・．．､:,;.:，

夜の10時30分まで1日平均12時間のプ「スポーツと攻撃性」で公開討論形式が採

口グラムが計画され、主催国の意欲的な態度用され、ジヨ才.P，スコッド博士（動物学

には、いささか麓いたが連日、会議終了後、者)の「人間の攻撃性のはけ口としてのスポ
われわれだけのミーテングを行なったので就一ツ」とい5÷般ﾃ芦マに副った発表に対峰

寝寸るのが、午前1時を過ぎるという状態で、エマ．マクロイ．レーマン博士《心理学教授)‘

肉体的にもオーバーワークを訴える人もあつはスポーツ特有の攻撃性による教育的効果をr＃

た。学会に使用される言語は英語､;スペイン強調Lて反論4，さらに輪識者として今ﾉﾚｼ・

語ﾌﾗﾝｽ語を指定されていたが､億とんオ･ｱﾝﾄﾈﾘ教授も‘窪ﾙｽ.ﾌﾚｯｯ博

篁需鰐雰麓駕鯉麓雛菫馴臺墓喜欝鰯欝
れわれ日本からの参力賭は名誉学術委員に推議されたので有益な話麹§提洪さ鋭"Ji!@j4
薦される光栄に浴しだ｡！ 第2分科会i

Lかし、大会の運営は委員長である北米体「スポーツギ精神衛生｣は6名の発表者で
育心理学会長スレイター:.‘ﾊﾒﾙ氏（インデあったが講

嚇美挙了縄鶴蕊アナ大学教授）によって糖密な計画と翫隠がオア．ウエ

なされ．分科会議蕊長代表にはプライアン．んだ。

重鯉纂涯裟譲鶚鴛週難著聯老の柳雌“
進行がなされた｡今回の研究ﾃー iﾏは｢20用｣は5名の発表がなされたが｢復合的な運

麓鱗奮鰄妄季駕鯖駕辮鰯『徹電密鋤霧｣“
剛……､鶏鋤式燗門，肺鎮鰯聯澗纈想.剛は‘なわず80余名の研究発表を全員が傾聴し、

討論-す．るというシステムで､効果的な方法が1名の発表者があつだが｢予想と反応スピー．
採月．：れたといえよ弓。，： ドに関する実験デザインの効果』が印象的で
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「体育家のパーソナリ:矛イ」は14名の発董．（2行動や態度の結果を調整Lたり分析~す

者がいたが「コーチの自覚と測走されたパーることよりも、行動しつつある現象に基盤を

ソナリテイ」の発表に対し、会員より研究〆．置いて、心理学的立場からの体育作用を有列

容が貧弱で鯖文としての価値を認めないとい適切に運用させるための方法論が研究されつ
う発言があって会場が騒然となったことも想つある。

い出の1コマで歩､る。
（5）研究発返の形式は研究目的、資料の考

第7分科会

「知覚と運動練習」は，2．の発表者で「察、今後の問題点とい弓よ弓な独善的な形式
霊ー ドと輔鮴"唾"する鋤鋤墓窺灘難参堂鴛鴬雪
が圧巻であった。，点“
第8分科会ンを逓Lて方向つけをめていた。

剛し琳青摺蕊“る心翼学的間”里.童蹴鮭麓駕鰄娑
到は8名の瀞考であつfrが韓に新らしい樹立寺るという意識をもたせることに留意L
淘題はなかつだ。．…

気軽で卒直に各自の意見が交換されている。
第9分科会（1部）

i貞饗鐸壁#今嘩割瞳罐醇く鵜箪臺奉警腫蕊墓
戯の発達過程を心理学的立場から映画で撒影子供の家族の管理者などを招待して、主題に
L､「新人道主筆ﾙとい局テーマで解説L、関連Lた権威者の衆知を集めて､綜合的な立
発表されfFのは注目すべきであった。

場から問題を解決しよ弓と努めている。
第10分科会（2部）、

以上は私の卒直な感想であるが、結鵠的に
‘､「承ボー ﾂと遊戯の社会心聯｣は8名の
鑑著も肩職曇愛のﾇ幕蝋珍‐ﾑ齢：I雫季嘩暉体育“学?研究水準畦也軍

に比して劣っているとはいえないL、研究文
相」は多大の感銘を与え*・

献も、斯道の大御所、松井三雄教授をはじめ
蕊11分科会.#．

「スポーツ心理学の概括的様相」は発表者として、数多くの専門雷も出版されており、
10名であったが「運動反応の短期記憶期間アメリカでは体育心理学の亨門番の極めて少

･傾鯏制崎峨に鍬の賊がょ豊鰯撚琵難墓:総蟇舗
せられた。

なお、この学会の澆表を通して痛感された究が大切であるが、こ弓した学会などの国際
事項を要約すると次の･よ局な問題が提供され会議にも、つとめて多くの人々が参加Lて、

･ 典 6 ．

だ｡('）研究の方向が性格薪究から実験調査世界の体育指導者と意見交換し、体育の学問
を経て、態度や行動鞭対する初期的段階の研的傾向を察知することもきわめて重要である
究発表が多く､.鮭に研究内容も分化されだ，ことを認職させられた。（’’月’9日）

囎織墓解く堀り下げて分析しよ淵とい

国際スポーツ心理学会の開会式のあ宅

0月29日のワシントンは丁度晩”当

つだ気候で、木冷に週葉して美L;く緑‘

に紅葉した落葉の舞うのjf_.X風情が凱
一 心

〃

占奈の稲

農の会鴇Iま宿舎、
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行かれる距離で大変便利であった。毎日通る

公園には野放しのリスが走り廻っていて声を
0

かけると前足をあげて立つ恰好が可愛らしく

て何度も声をかけては写真にとって楽しませ

日本の発表者である池上先生の「競技に於，

ける鱗と》§=ｿﾅﾘﾃｲの変化｣ゐ発表も
スライト・を使って堂々と説明されて多くの人｝

0

島の拍手を浴びた。これからも日本から多く1
－．；

てくれた。会場のNEAピルは大きな立派なの方々の発表を得たいものと思ったことであ：

ピルでその地下に会議室があった｡･小じんまつた。英国の方の発表の時スライト・の説明に．

りした会譲室で一体どの位集るのかと思って熱が入って思わず演壇から落ちて一寸燕かさ
●

いたら開会式には40人位集った。演説が行れだがその様な時でも
毛一

・．-Je･
｢前に一杯やってきた

UDG

われ続いて報告が各スピーカーにより行われんだろ弓」とい弓やじがとんで固苦しぃ空気

だが毎日約8時40分から始まり昼休み・夕も

食休みの時間はあったが夜10時半迄の長時．

間には一同疲れ気味であった。それに短時間●

とび大笑した一幕もあり、アメリカとい弓

処はユーモアのある国だと感心した。

最後の日は閉会後お別れの昼食会がレスト
ロ O

●

に盛沢山のことを話すので早口にまくし立てランで開かれ一日御馳走になったが飛行機の
るのは日本の学会と同じでテープコーダーを

用意している人もかなり見受けられた。

中間の休みには会場の一階にしつらえた．
』?'

一ヒー、ケ．－キの処で各自立ちながらの話合

いが会場の雰囲気を和やかにしていた。
■■、

日本

人グループの処には代る代るいろいろの国の

人がきて竹下fｲ荘を知っているか、

Ｂ
Ｏ

９
Ｇ
口
Ｂ
ａ
■
●

時間が迫って途中で失礼して飛行場にかけつ

けた。昼食会は別に挨拶もなく食事となり自
■

申｡

由に話をしたりして、あっさりLた会で大
一一.-号．･0'.'.~

変気楽であわだ。ワシントンは人種差別の少

ぃ処ときいたが黒人が多く、半数以上ではな

いかと思われる程で何処へ行っても黒人が目

シスターについてアメリカの黒人問題を肌で感ずると
｡

松延を知っているか、シスター飯塚を知ってとができた。
いるか､シスター栗本等日本人で外国を訪れ

た人の名前をあげて話にきてなかなかにぎや

かであった。又何年か前に東京へ行ったとか、

来年行く予走とか社交の場となって楽しい一

①
４
９

1勺｡

－｡

Boe、

や

巳
Ｏ
Ｂ
Ｕ
巳

時であった。

会計報告昭和45年9月

●
■
巳
Ｉ
■

‘；

I収入の部
41年度繰越金22，620

42年度会費ス400

（103名中57名分）

42年度後期補助金5，000

別息161

計5 5 ， 1 8 1

Ⅱ支出の部
曲り角印刷費8，505

通信費、郵送費5，550

計14，055

Ⅲ残金21，126
◆ a

○

－ ■ーp凸

6

体育心理学研究会会報
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連絡先東京都渋谷区西原1

」ミ

2月1

鈴木

松田
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原1丁
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40番地

東京教育大学体育学部体育心理学研究室

体育心理学研究会
｡①

電話（460）0511描伽56


